
第５学年３組 算数科学習指導案 
 

 場所 １年プレイルーム  指導者 津川 郷兵 

１ 単元名 １人分はどのくらい？ （「分数と小数、整数の関係」） 

  
「八角形の８つの角の和は８−２で６の６を１８０°にかければでます。」そこで、「どうして２

をひいたのか」を問うと、どうしてだろうと改めて考える姿があった。子どもたちの中には手続

的な公式が多数存在しているように感じる。しかし、それらの公式の意味については考える機会

が少なく、ただ、簡単に答えを導くことができるブラックボックスと化しているところはないだ

ろうか。５年生は「分数と小数、整数の関係」において、商分数という新たな分数の意味に出合

うことになる。ここでも「（わる数）は分母で、（わられる数）は分子になる」という言葉でまと

めて、手続的に処理してしまう学習になりかねない。そこで本単元では、具体的操作の中で分数

で表すことの必要感をもち、今まで学んできた分数の意味を振り返りながら、子どもたちが新た

な商分数の意味を実感を伴って理解できるようになってほしいと願う。 
本実践では、２L を実際に３人で分ける中で、１人分のボトルにはどのくらいの量が入っ

ているのかを表す活動を行う。その活動において、実際に計算してみると循環小数になって

しまって表すことができないという困りごとを引き出す。面積図を用いた図的表現と１L の
ボトルと２L の水を用いた具体的操作を往還する中で、商も分数で表せることを理解し、今
までの分数の意味を振り返りながら、商分数という新たな分数の意味として自ら拡張するこ

とができるようにする。そして、それぞれの班の結果を統合的にみることにより、除法の式と

その式の商である小数、分数の関係を理解していく。その中で、どうして除数が分母になるの

か、被除数が分子になるのか、今回の学習経験が具体的なイメージとなって、今後の学びにお

いて自由に小数や分数の世界を往還しながら数と関わることができる子どもの姿を目指す。 
 

２ 単元について 

⑴ 本単元は、分数の意味や表し方についての理解を深めるとともに、分数の表現に着目し、除 

法の結果の表し方を振り返り、分数の意味をまとめることなどの態度や能力を高めることをね

らいとしている。分数はさまざまな意味をもつ中で、今回の単元において子どもたちは初めて

商分数という分数の意味に出合う。その意味を捉えられるようにするために単元の導入時に具

体的操作をさせながら整数の除法の計算に出合わせる。その過程で分数で表すことの必然性を

もたせ、整数による除法の式と分数、小数と分数について具体的操作や図的操作とを往還しな

がら、それらの関係について実感を伴って理解を深められるようにする。 

⑵ 第４学年では真分数や仮分数、帯分数について数を構成する単位に着目し大きさの等しい分 
数を考えてきた。ここで育成される資質・能力は第６学年の分数の乗法及び除法について、数

の意味と表現、計算に関して成り立つ性質に着目した計算の仕方などの考察に生かされる。 
⑶ 本単元に関する子どもの実態は次の通りである。（調査人数３６人） 
① 量分数の問題である、２m のテープのうち、１／２m を塗りつぶす問題において正しく答え

られたのは１割の子どもであった。 
②  問題場面と対応した除法の式を考える問題において７割の子どもたちは正しく立式を行う 

ことができていた。また、そのうち１割の子どもたちが商分数によって答えていた。 
③  同分母分数によるたし算の問題において、９割の子どもたちが正しく答えることができて 

いた。（単位分数の操作） 

 



３ 単元の目標 

⑴ 111分数と小数、整数の関係を理解し、整数の除法を商分数で表したり小数に直したりできる。      

⑵ 1 1 1分数の意味を振り返りながら具体的操作や図的表現と式を結びつけることで分数の意味を拡 
張させ、分数と小数、整数の関係を捉えることができる。       

⑶ 1 1 1整数の除法の結果を分数で表したり、分数と小数、整数の関係を考えたりした過程や結果を 

振り返り、数を多面的にとらえる中で見いだした数学的価値を今後の生活や学習に活用しよう

としている。 

 

４ 指導計画（６時間取り扱い） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１
"
３ 

１ わり算と分数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○  ジュースを分けるという具体的操作に

より、１L のボトルの中に何 L 入ってい

るのかを表させる中で、分数の意味を振

り返らせながら、整数の除法の結果を分

数で表す方法を考えさせる。 
（本時１／６） 
○  他の量や違うものの除法についてもわ

り算で表すことができるのかという前時

での思いを共有し、それぞれのグループ

で違う長さのテープを等しく分けるとい

う具体的操作の中で、異なる場面や数値

を用いながら商分数で表すことができる

ようにする。 
○ 前時で子どもたちがそれぞれでつくっ

たテープをもとに、その長さを比べさせ

る中で分数倍についても着目させ、その

意味について考えさせる。 

【思】これまでの分数

の意味を振り返りな

がら、分数には商を

表す意味をもつこと

を見いだすことがで

きる。 
（発言・ノート・振り

返り） 
【知】整数の除法を商

分数で表すことがで

きる。 
（観察・ノート） 

４
・
５ 

 

２ 分数と小数、

整数の関係 
○  テープの問題をもとに、分数を小数で

表すことができるかを考えさせる。	
○ 小数や整数を分数で表す方法を考え、

その方法が妥当か具体的操作や図的表現

をもとに説明させる。	
○ 単元での学びをもとに、小数を分数に

なおしたり、分数を小数になおしたりす

るような問題をつくらせる。	

【主】前の小単元の中

で、数を多面的に捉

えることで見いだし

た数学的価値を学習

に活用しようとして

いる。 

（観察・発言） 

６ 

３ まとめ ○  分数と小数、整数の関係を用いた問題

づくりをさせ、その問題を互いに解き合

う中で改めて分数の意味をまとめたり、

分数を小数に小数を分数に整数を分数に

なおす方法を確かめたりできるようにす

る。 
○  蓄積した問題を分類させていく中で、

小数と分数、整数の関係をまとめさせ

る。 

【知】分数と小数、整

数の関係を理解し、

整数の除法を商分数

で表したり小数に直

したりできる。 
（観察・ノート） 



５ 本時の学習 

⑴ 目標 

1111111111２Lのジュースを３人で分けたときの１人分の量を分数を用いて表す活動を通して、これまで

の分数の意味を振り返りながら、分数には商を表す意味があることを見いだすことができる。 
⑵ 展開 

時間 学習活動 子どもの思い・姿 
１０ 

 
 

 
１０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
５ 
 

 

１ 班のメンバーでジュー

スを分ける。 
 
 
２ １人分のジュースの量

を表す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ ３人で分けるときに

は、どう表すといいか操

作や図を用いながら考え

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時を振り返る。 
 

○  １人分はどのくらいかな。 
○  １L のボトル２本が線まで満杯になったよ。 
○  ２L を３人で分ければいいということだね。 
○  １人分は何 L になるのかな。 
○  ボトルを横に並べて、水面の高さをそろえれば、みん

な同じくらいの量を注ぐことができるね。 
○ ４人で分けるから、全部半分ずつで０.５L だね。 
○  Lマスの図で表すと４等分しているね。	
○ 式で表すと２÷４になるから、０.５Lだね。	
○ 確かにわり算でも表せるね。こっちの班は２L を３人

で分けるから２÷３になるよ。	
○ ２÷３は、０.６６６・・・って続いていくね。一生続

く小数になるよ。こういうときは分数で表せると思う。 
○ 確かに、３人で分けているからね。 
〇 図で表すと、２L を３つに分けるから１人分は１／３

L になっているよ。式から考えると、２／３L のはずな

のにどうして変わっているのだろう。 
○ １L のボトルの半分より多いことはわかっているよ

ね。だから１／３L になるはずはないんだけどなあ。 
○ ２L の１／３になればいいんだよね。 
○ 今使っているのは１L のボトルだから、この２L の図

を縦に分けるといいんじゃないかな。 
○ そしたら６等分になるんじゃない？ 

○  ボトルの水が入っているところに線を入れると１Lの

１／３が空いている形にならないかな。ここの部分はさ

っきの６等分のうちの２つ分になるはずだよ。 

○	 	 １L で考えたときは、１／３L になるよ。だから、２L
でこれが２つ分で２／３Lで間違いないよ。	

○ 例えば、４人で分けるときは、２L を４等分している

から１つ分は２／４L だけど、これは１L 分だと１／２L
になるよ。	

○ ２÷３は２／３Lになりました。１Lを分けた時を図に

表すと１／３Lになったから２Lだとこの２つ分で２／３

L になります。３L だとちょうど１L です。２L の１／３

は１L の２／３ということもわかりました。わり算は分

数で表せると思うので、他の数も試してみたいです。	



 
 
 
 
 

主体的・対話的で深い学びを生み出す教師の支援（発問・指示・教具・評価） 

○ １人ずつ１L のボトルを持たせた上で「班でジュースを等しく分けます」という問題文の

み提示することで、１人分の量はどのくらいになるのかという思いをもたせる。 
○ １L のボトルから全体の量が明らかになったところで、全体に「１人分の量はどのくらい

か」を問い、L の単位を引き出した上で第１の課題を以下のように設定する。 

 

○ 水の量を１L や２L、班の人数を３〜５人とし、１人分の量を

うまく表すことができる班とできない班が出てくるようにする。 
○  ４、５人班の１人分の量を取り上げ、どうやって考えたかを問

うことで、式や図などを用いてその過程を表出させ、小数につい

ての除法の式や面積図を共通表現として活用できるようにする。 
○  ３人班の「上手く１人分の量を表すことができない」という困

りごとを語らせた上で、分数でも表すことができるのではという発言を待ち、「どうしてそ

う思ったの」と問うことで分数につながる言葉や図を用いて表現させる。	
○	 	 図にかくと１／３になってしまい困っている姿を見取り、全体に「２L を３等分したとき

の１人分の量は１／３でいいか」を問い、第２の課題を以下のように設定する。	

	

○ 面積図に３本の横線や１本の縦線をひいている姿を見取りその理由を問うことで、ボトル

の１L や３等分する意味について具体物を操作しながら考えることができるようにする。 
○ どう面積図をかき変えるといいのか困っている班に対しては、１L のボトルが２本満杯に

なっている状況をつくり３人で分けるよう促す。その上で、今の状況を１L の面積図に表現

させることで、具体的操作と図的操作を結びつけながら

考えることができるようにする。 
○  １Lを３人で分けている班の図を取り上げ、２Lを３人

で分ける時と比較しながら説明させることで、１L の２

倍の２Lを分けるならば、１／３Lという単位分数の２つ

分になるという考えを引きだす。 
○ ２Lを３人で分けるときの商が２／３Lであることを見

いだした班には、もともとの自分の班のジュースの量と人数でも同じように分数で表すこと

ができるかを問うことで、商を分数で表すことができることを実感させる。 
○ 算数図日記に今日の学習の中で納得した考え方や図的表現なども含めて振り返ることがで

きるようにすることで、問題解決時に働かせた数学的な見方・考え方、得られた結果から自

分自身が価値を感じた考え方と次に考えたいことをまとめさせる。 

２Lを３人で分けたときの１人分は１／３L？、２／３L？ 

１人分の量は何 L？ 

子どもたちは２L のジュースを分けたときの 1 人分の量を考える際に、２L
を３人で分けると 1 人分を小数ではうまく表せないという思いをもち始めま

す。そこで、今までの分数の意味を振り返りながら新たな商分数の考えと出合

い、分数の意味を自ら拡張させていく姿を生み出していきます。 

【教材・教具】 

〇 １Lのボトル 

○ ペットボトル 

○ 着色した水 

○ ワークシート 

【評価】 
これまでの分数の意味を振

り返りながら、分数には商を

表す意味をもつことを見いだ

すことができる。 
（発言・ノート・振り返り） 



 


